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市
民
憲
章
は
、１
９
６
４
年
１
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
６
３
年　

月
に
市
民
憲
章
制
定
協
議
会
が
各
団
体
、

１１

関
係
機
関
、学
識
経
験
者
が
参
加
し
開
催
さ
れ
、そ
の
後
、

　

月
の
第　

回
那
覇
市
議
会
で
憲
章
を
承
認
。

１２

６０

１
９
６
４
年
１
月
に
西
銘
順
治
第　

代
市
長
が
市
主

１８

催
の
新
年
名
刺
交
換
会
で
市
民
憲
章
の
制
定
を
宣
言
。

２
月
の
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
設
立
総
会
で
、初
代
会

長
に
渡
名
喜
守
定
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。昨年度モデル地区の末吉市営住宅自治会（みどり花いっ

ぱい運動実施）

市
民
の
み
な
さ
ま
、
定
額
給

付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

の
申
請
は
も
う
お
済
み
で
す

か
？那

覇
市
の
給
付
対
象
世
帯
は

約
１
３
万
３
千
世
帯
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
７
月
現
在
、
約

４
千
世
帯
が
未
申
請
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、

申
請
書
に
氏
名
、
口
座
番
号
な

ど
を
記
入
し
た
後
、
返
信
用
封

筒
に
、
①
申
請
書　

②
預
金
通

帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
コ
ピ
ー
、
③
保
険
証
や
免
許

証
な
ど
の
身
分
証
明
書
の
コ

ピ
ー
の
３
つ
を
同
封
し
、
郵
便

ポ
ス
ト
に
、
ご
投
函
く
だ
さ
い
。

現
在
、
約
７
百
通
近
く
の
申

請
書
が
所
在
地
不
明
に
よ
り
、

返
送
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

申
請
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
世
帯
の
み
な
さ
ま
は
、
お
手

数
で
す
が
、
那
覇
市
定
額
給
付

金
対
策
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
定
額
給
付
金
対
策
室

で
は
、
申
請
の
な
い
高
齢
者
に

対
し
て
、
訪
問
に
よ
る
案
内
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ま
の
お
知
り

合
い
の
方
で
、
未
申
請
の
方
が

い
ま
し
た
ら
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
、
呼
び
か
け
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援

特
別
手
当
の
申
請
期
限
は
、　
１０

月　

日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て

１９
お
り
ま
す
。

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
定
額
給

付
金
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の

受
給
を
辞
退
し
た
も
の
と
み
な

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

那
覇
市
定
額
給
付
金
対
策
室
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そ
の
後
、市
民
で
あ
る
こ
と

に
誇
り
を
持
ち
、み
ん
な
で
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る

こ
と
を
理
念
と
し
、関
係
機
関
、

諸
団
体
と
密
接
な
連
携
を
持
ち

な
が
ら
、「
ま
ち
を
美
し
く
す
る

運
動
」、「
み
ど
り
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」、「
公
徳
心
を
高
め
る
運

動
」な
ど
を
通
し
て
、啓
発
活
動
、

実
践
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
１
９
６
４
年

（
昭
和　

年
）
７
月
の
オ
リ
ン

３９

ピ
ッ
ク
聖
火
コ
ー
ス
の
大
清
掃
、

コ
ー
ス
沿
道
花
い
っ
ぱ
い
植
栽
。

１
９
７
３
年
（
昭
和　

年
度
）

４８

５
月
の
若
夏
国
体
開
催
美
化
運

動
。
２
０
０
２
年（
平
成　

年
）

１４

６
月
那
覇
市
指
定
ご
み
袋
の
有

償
化
に
伴
う
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
み
袋
」
配
布
の
開
始
な
ど
時

代
時
代
に
応
じ
た
活
動
も
あ
り

ま
し
た
。

平
成　

年
度
に
は
、
市
民
憲

２０

章
推
進
モ
デ
ル
地
区
へ
の
助
成
、

市
民
憲
章
実
践
者
の
表
彰
。
各

美
化
運
動
開
催
や
参
加
な
ど
に

加
え
、
新
た
に
、
学
校
や
地
域

と
連
携
し
な
が
ら
、
美
し
い
ま

ち
・
花
と
緑
豊
か
な
那
覇
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
標
と
し
た
「
市

民
憲
章
美
化
ま
つ
り
」
の
開
催

や
、
那
覇
市
民
憲
章
や
深
夜
徘

徊
防
止
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も

自
ら
が
考
え
る
「
な
は
が
好

き
！
や
る
気
・
元
気
子
ど
も
サ

ミ
ッ
ト
」
を
行
い
、　

の
小
中

５３

校
の
児
童
生
徒
代
表
が
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
今
年　

月
に
開

１０

催
さ
れ
る
Ｊ
Ｃ
（
日
本
青
年
会

議
所
）
の
全
国
大
会
や
来
年
実

施
さ
れ
る
「
美
ら
島
高
校
総
体

２
０
１
０
」
に
向
け
て
、
協
力

体
制
を
取
り
な
が
ら
広
報
、
啓

発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

今
年
６
月
の
市
民
憲
章
推
進

協
議
会
総
会
で
第
９
代
会
長
に

選
ば
れ
た
大
田
和
人
会
長
は
、

「
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
団
体

の
み
な
さ
ま
が
市
民
憲
章
の
推

進
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て
き

て
い
ま
す
。
憲
章
自
体
は
、
市

民
生
活
を
送
る
上
で
、
当
た
り

前
の
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
生
き
た
憲

章
と
し
て
伝
わ
り
き
れ
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ま
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
時
代

に
即
応
し
た
新
し
い
工
夫
を
し

な
が
ら
、
地
道
に
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　

○
市
民
憲
章
に
対
し
て
の
ご
意

見
、
ご
要
望
、
ア
イ
デ
ア
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ご
み
袋
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
民
憲
章
推
進
協
議
会

（
市
民
協
働
推
進
課
内
）
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